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まえがき 

本報告書は、川崎市総合企画局都市経営部のご依頼により実施した「新川崎・創造のも

り第 3 期事業用地地質調査」の結果をまとめたものである。 

 本調査は川崎市幸区新川崎 7 番地先で実施した施設建設工事に伴う地質調査であって、

設計・施工の基礎資料を得る目的で、計画地内の 8 箇所の地点において機械ボーリングを

行い、標準貫入試験を原則として１m 毎に実施した。また、試料採取及び孔内水平載荷試

験、室内土質試験を実施している。 

平板載荷試験は、基礎地盤の地耐力度を確認する目的として敷地内で 2 箇所実施している。 

 本報告書では、調査地の土質構成を明らかにするとともに、地盤定数の設定についての

考察を行っている。 

 

 

平成 21 年 3 月 



 

 

§１ 調査概要 
 

1.1 調査内容 

 １．調査件名  平成 20 年度新川崎・創造のもり第 3 期事業用地地質調査業務委託 

            

 ２．調査場所  川崎市幸区新川崎 7 番 

         図 1.1 に現場案内図を示す。 

 

 ３．調査期間  自：平成 20 年 12 月 19 日 

         至：平成 21 年３月 31 日 

 

４．調査内容   ① ボーリング調査 

・機械ボーリング --------------------------- 8 箇所   128ｍ 

        ・標準貫入試験 ------------------------------- 計   124 回 

        ・孔内水平載荷試験 ----------------------------       3 回 

        ・試料採取         --------------------     ４試料 

               ・室内土質試験  ------------------------------       1 式 

        ② 平板載荷試験（50KN/m2）              ２箇所  

なお，詳細は表 1.1 の調査数量表に示す。  

 

 ５．発注機関  川崎市総合企画局都市経営部 

 

 ６．調査機関   株式会社エース  川崎営業所 

        〒225-0013 神奈川県川崎市宮前区けやき平1-46-302 

          TEL 044-888-0967 

        主任技術者 早野 英行 
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1.2  調査数量 

(1)ボーリング調査 

 今回実施した機械ボーリングの数量を表 1.1 に示す。 
 

表 1.1 

 

 

工　　種 単位 NO.1 NO.2 NO.3 NO.4 NO.5 NO.6 NO.7 NO.8 合計
粘土シルト ｍ 3.50 0.30 3.40 3.05 3.75 14.00
砂・砂質土 ｍ 3.25 2.05 14.50 3.80 2.15 4.55 8.15 3.70 42.15
礫混じり土砂 ｍ 1.25 1.30 1.10 1.05 4.70
固結シルト ｍ 5.00 6.45 1.80 5.05 4.85 2.95 1.85 6.50 34.45
粘土シルト ｍ 3.25 2.75 6.00
砂・砂質土 ｍ 3.05 5.45 8.50
礫混じり土砂 ｍ 0.90 1.30 2.20
粘土シルト ｍ 3.20 3.15 6.35
砂・砂質土 ｍ 3.65 3.80 7.45
礫混じり土砂 ｍ 1.15 1.05 2.20

13 16 21 13 15 17 18 15 128
回 4 4 4 3 2 2 4 4 27

砂・砂質土 回 3 5 13 4 5 10 11 4 55
礫混じり土砂 回 1 1 2

回 6 7 3 6 5 4 2 7 40
13 16 21 13 12 17 17 15 124

ﾄﾘﾌ゚ ﾙｻﾝﾌ゚ ﾘﾝｸ゙ 試料 1 1 2
ｼﾝｳｫー ﾙｻﾝﾌ゚ ﾘﾝｸ゙ 試料 2 2

3 1 4
原位置試験 箇所 2 1 3

試料 4 3 4 1 12
試料 3 1 4
試料 4 3 4 1 12
試料 1 1 2
試料 2 NP 2

土の塑性限界試験 試料 2 NP 2
土の湿潤密度試験 試料 3 1 4
圧密試験 試料 2 1 3

試料 3 1 4
箇所 1 1 1 1 1 1 1 1 8

仮設工（平坦足場） 角度 ０° ０° ０° ０° ０° ０° ０° ０° 8

式

給水費（ポンプ運転）

平板載荷試験
2箇所（100KN以下）
※載荷試験反力装置含む（バックホー2.3ｔ）

土の液性限界試験

土粒子の密度試験

粘土シルト

機械ボーリング

φ66ｍｍ

室内土質試験

三軸圧縮試験（UU）

土の粒度試験（沈降）

φ86ｍｍ

孔内水平載荷試験（普通）

φ116mm

その他

土質区分

土の含水比試験

固結シルト

計

計

計

標準貫入試験

土の粒度試験（ふるい）

2



        

 

 

(2)平板載荷試験    載荷重 100kN 以内 2 箇所 

  今回実施した平板載荷試験の試験概要を表 1.2 に示す。 

 

                             表 1.2 試験概要 

項 目 内  容 

試験最大荷重 P max＝24 kN (34.7 tf/ m2)→ 340 KN/ m2 

設計 荷重 度 100 KN/ m2  （10 tf/m2） 

試 験 地 盤 埋土層：粘性土（Ｎ値 2～8 回）  

試 験 深 度 GL-2.00m （粘性土層）

PL.NO.1 H=4.01ｍ（標高） 

PL.NO.2 H=4.27ｍ（標高） 

載荷 板形 状 円形鋼製載荷板(直径 30cm、厚さ 25mm、面積 0.0706 m2) 

測 定 器 1/100mm の目盛のダイヤルゲージ 4 個 

載 荷 装 置 バックホーの自重を利用する反応力方式 

試 験 方 法 
土質工学会｢地盤の平板載荷試験方法・同解説｣の荷重制御に

よる 1 サイクル方式に準拠した。 

測 定 項 目 

時間 (時刻・経過時間) 

荷重 (油圧ジャッキ 10t) 

沈下量(変位計 n＝4点の平均値) 

 

(3)運搬、仮設(平地)、施工管理等               1 式 

 

(4)報告書作成                        1 式 

・ 資料整理とりまとめ 

・ 断面図等の作成 

・ 調査報告書 

   

(5)成果品                          1 式 

・ 報告書      6 部 

・ 現場記録写真   1 式 

・ 土質標本     1 式 
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1.3 調査位置及び標高 

 現場案内図を図 1.1 に、平面図を図 1.2 に示す。 

 調査位置の標高は、計画地内に設置されている基準点（トラバー点）より求めた。これ

らの結果を表 1.3 に示す。 

 

表 1.3 測量結果 

位  置 標  高 基 準 点 

B-No.1 H＝6.26ｍ  

① 基準点 

仮 BM（T.4） 

TP 

H=4.165ｍ 

（川崎市公共基準点：NO.4070）

 

 

 

② 敷地内基準点 

KBM 

H=6.24ｍ 

B-No.2 H＝5.82ｍ 

B-No.3 H＝5.99ｍ 

B-No.4 H＝6.11ｍ 

B-No.5 H＝6.17ｍ 

B-No.6 H＝6.35ｍ 

B-No.7 H＝5.93ｍ 

B-No.8 H＝5.71ｍ 

PLNO.1（載荷） H＝6.27ｍ 

PLNO.2（載荷） H＝6.01ｍ 
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図 1.1      現 場 案 内 図 

  

調査位置 縮尺 S=1：25,000
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BNO.1
GH=6.26m
Dp=13.28m

BNO.4
GH=6.11m
Dp=13.33m

BNO.2
GH=5.82m
Dp=16.22m

BNO.5
GH=6.17m
Dp=15.22m

BNO.6
GH=6.35m
Dp=17.28m

BNO.7
GH=5.93m
Dp=18.27m

BNO.3
GH=5.99m
Dp=21.33m

PLNO.1
GH=6.27m
Dp=2.01m（試験面）

PLNO.2
GH=6.01m
Dp=2.00m（試験面）

ボーリング調査位置

BNO.4

B　：　ボーリング

平板載荷試験位置

PL：平板載荷試験

Dp：調査・試験深度

GH　：　海抜標高

BNO.8
GH=5.71m
Dp=15.31m

仮BM

GH=6.24m

平面図
縮尺S=1:1000
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§２ 調査方法 

2.1 調査方針 

 本業務の調査手順を図2.1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       図2.1 作業手順フロー 

打 合 せ 

資機材搬出 

 

検  尺 

打合せ 

資料整理および 

報告書作成 

計画書提出 

資機材搬入 

・掘進作業 

  ・標準貫入試験 

    ・孔内水平載荷試験 

  ・ｼﾝｳｫｰﾙ・ﾄﾘﾌﾟﾙｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 

成果品提出 

現地確認 

立会い 

室内土質試験 

・試験位置の選定 

 ・掘削作業 

  ・平板載荷試験（２箇所） 

埋め戻し、整地（現況復旧）

試験最大荷重（35ｔf/m2） 
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2.2 調査方針 

本業務は、特記仕様書および「敷地調査共通仕様書 平成11年版」（建設大臣官房官庁営繕

部監修）等に準拠し実施した。また、土質調査及び試験は、JIS規格に定める試験方法によ

って実施した。 

本調査における調査項目と調査方法を以下に示す。 

（1） 調査方針及びその結果 

  ・地層構成の把握 ---------- 機械ボーリング，標準貫入試験 

  ・支持層の確認 ------------ 標準貫入試験 

・地盤の強度・圧密および変形特性の把握 -------- 室内土質試験，孔内水平載荷

試験 

・地耐力度の確認 ---------- 地盤の平板載荷試験 

 

1）地層構成の把握 

  本調査地の地層構成は、既往文献資料によれば、沖積層の粘性土と砂質土が互層状に

分布し、その下位に洪積層の砂泥互層となる層序で分布する。そこで、本調査では、詳

細な地層構成並びに地盤状況は、機械ボーリングと 1mごとに実施する標準貫入試験によ

って把握した。 

2）支持層の確認 

  本調査における支持地盤の確認は、Ｎ値 60回以上を 5m以上確認した。 

3）地盤の強度、圧密および変形特性の把握 

  地盤の物性値は、沖積層の粘性土を対象に室内土質試験の三軸圧縮試験（UU）から算

定し、試験値がないものは、標準貫入試験のＮ値から算定した。また、水平方向の地盤

反力係数は、原位置で実施した孔内水平載荷試験から求めた。 

圧密試験は、沖積層の軟弱地盤を対象とし、圧密諸特性を求めて、沈下検討の資料とす

る。 

4）液状化検討 

粒度試験は、液状化検討を前提に砂層及び砂質土、粘性土でも砂分の混在が多い細

粒土を対象とした。特に、「建築基礎構造設計指針 2001 年改訂版 P.61」では、D35 以

下の細粒土含有率を基準に液状化の有無を考えている。よって、粒度試験では、D35

を目標に細粒分までの粒度組成が把握できる沈降試験とした。 

5）地盤の平板載荷試験 

直接基礎を前提にした場合の GL-2.00ｍ付近の地層に対して、地盤の地耐力度を平板載

荷試験によって確認した。設計荷重は、100 KN/ｍ2（10 t/ｍ2）とし、試験最大荷重は、

設計荷重の３倍（300 KN/ｍ2）を目安とした。 
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2.3 調査方法 

1） 機械ボーリング 

 機械ボーリングは、調査地の土層構成を把握するとともに、標準貫入試験並びに孔内水

平載荷試験などに適合した調査孔を作成する目的で実施した。試錐機は、ロータリー式ハ

ンドフィード型試錐機を用い、掘削孔径は径116～66mmで行った。 

  掘削に際しては、泥水の色や送水圧の変化等から土層の境界を把握し、標準貫入試験や

サンプリングがスムーズに行えるよう孔底のスライム排除に努めた。また、泥水によって

孔壁が保てない時には、ケーシングパイプで保孔した。 

  図2.2にロータリー式ハンドフィード型試錐機の一般図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

  図2.2 ロータリー式ハンドフィード型試錐機一般図 
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2）標準貫入試験 

標準貫入試験は、原位置における土の硬軟、締まり具合の相対値であるＮ値を得るとと

もに、乱した試料を採取し肉眼観察によって土質の判定を行うことを目的として実施した。

採取した試料は観察後、含水が変化しないようにビニール袋に入れ密封保管し、その後、

標本びんに詰めて提出した。 

試験方法は、JIS A 1219に準拠し原則として1m毎に実施した。試験は、ロッドの先端に

つけたサンプラーを孔底に下ろし、63.5±0.5kgのハンマーを76±1cmの高さから自由落下

させて、30cm貫入に要する打撃回数を測定したものである。 

なお、本調査の本打ちの打撃数は、60回を限度として実施した。 

図2.3に標準貫入試験略図、図2.3に標準貫入試験用具の一般図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図2.3 標準貫入試験略図       図2.4 標準貫入試験用具一般図 
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3）試料採取 

シンウォールサンプリングは、室内土質試験に供する乱さない試料の採取を目的として、

水圧式シンウォールサンプラーを用いて実施した。 

水圧式シンウォールサンプラーは、ボーリングロッドで固定したサンプリングチューブ

を油圧によって圧入する方式で地盤に押し込む方法である。 

 採取した試料は、両端部の土質を確認した後，直ちにパラフィンでシールを行い振動・

衝撃を与えないようにクッション付きの運搬箱に納めて試験室に運搬した。 

なお、砂層の試料採取は、トリプルサンプラーを使用して実施した。 

 図2.5にシンウォールサンプラーの略図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.5 シンウォールサンプラー概略図    
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4）孔内水平載荷試験 

孔内水平載荷試験は、ボーリング孔壁を利用して原位置の変形特性を求めることを目的

として、図2.6に示すLLT方式を用いて実施した。 

 試験方法は、ボーリング孔の孔壁面を加圧し各圧力段階における孔壁面の変化量を測定

することによって地盤の変形特性を求めたものである。測定結果から図2.7に示す荷重強度

－変位曲線グラフを作成し，地盤反力係数Ｋm および変形係数Ｅを以下の式から算出した。 

 

          ΔＰ 

     Ｋm ＝  （kN/m3） 

         Δｒ 

     Ｅ＝（1 ＋ν）×ｒm ×Ｋm （kN/m2) 

   ここに， 

     Ｋm ：地盤反力係数  (kN/m3) 

     Ｅ ：変形係数   （kN/m2) 

     ｒm ：Ｋm を求めた時の中間半径 （cm） 

     ν ：地盤ポアソン比 

     ΔＰ：地盤の疑似弾性領域を示す部分の荷重強度 （kN/m2） 

     Δｒ：ゴムチューブの半径 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 
        図2.6  ＬＬＴの略図          図2.7  測定結果の解析図  
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5) 室内土質試験 

  室内土質試験は、表2.1の規格・基準に準じて実施した。 

               表2.1 土質試験の規格・基準 

室 
 
内 
 
土 
 
質 
 
試 
 
験 

 

試 験 項 目 

 

規 格・基 準 

 

物理試験 

土粒子の密度試験 JIS A 1202 

土の含水比試験 JIS A 1203 

土の粒度試験 JIS A 1204 

液性・塑性限界試験 
JIS A 1205 

JIS A 1206 

土の湿潤密度試 JIS A 1225 

力学試験 

三軸圧縮試験 

（UU条件） 
JGS 0521 

圧密試験 JIS A 1616 

                       ※JGS:地盤工学会基準  
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6）平板載荷試験 

 平板載荷試験の方法は、地盤工学会「地盤の平板載荷試験方法・同解説」(JSF 規格:T25-81)

に基づき 1サイクル方式で実施した。 

 

①荷重載荷 

表 2.2 荷重載荷 

サイクル 荷     重 (KN/ｍ2) 

1 サイクル 

○    ○    ○    ○   ○    ○   ○    ○ 

0 ～42.5 ～85 ～127.5 ～170 ～212.5 ～255 ～297.4 ～340 

～297.4～255～170～85～0 

       ○印 処女荷重 

       無印 除 荷 重 

 

②荷重の増減速度 

  荷重の増減速度は下記を基準とした。 

    Ｐmax＝340 KN/m2        増荷重時＝42   ｔ/min 

                    減荷重時＝85   ｔ/min 

 

③荷重保持時間 

表 2.3 荷重保持時間 

荷 重 内       容 

処女載荷 一律 30 分間測定し、次の荷重に移行した。 

除 載 荷 一律 5分間測定し、次の荷重に移行した。 

最終載荷 30 分間測定した。 

 

④測定時間 

表 2.4 測定時間 

処女載荷 0,1,2,5,10,15,・・・・・・・・5分毎 30分まで 

除 載 荷 0,2,5 分 

最終載荷 0,1,2,5,10,15,・・・・・・・・5分毎 30分まで 
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⑤載荷装置 

 載荷試験の反力はバックホーを実荷重(2.4t)として用いた。 

  また、試験地盤は計画床付面(GL-2.00m)とし、対象とする地層は埋土（粘性土層）とし

た。 

 なお、掘削はバックホーとし、地表面下-1.80m 付近からは人力によって不陸整正を行っ

て載荷板を設置した。 

 載荷装置の概要を図 2.8 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.8 載荷装置図 

 

⑥基準点および基準梁の設置 

a． 基準点は、載荷板中心より 1.0m 離れた位置に設置した。 

b． 基準梁は、L-50×50×6mm のアングルを 2 本使用し、基準梁と基準点は、シャコ万力

で固定した。 

c． 載荷試験は掘削基礎底面において実施するが、地盤の変化や乱れを避けるため、試験直

前までは、載荷位置およびその周辺部分の地盤は、載荷試験深度より 5cm 程高く残し

ておき試験地盤の養生を行った。 

1.
50

ｍ
 

埋土（粘性土層） 

0.
50

ｍ
 

地表面 
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§３ 地形地質の概要 
3.1 調査位置及び地形 

本調査地は、調査位置案内図に示すように JR 横須賀線「新川崎駅」から南側約 1.5～2.

0km の川崎市幸区新川崎７番地内に位置し、比較的平坦な沖積低地部（デルタ地帯）にあ

たる。 

本調査地の位置する多摩川低地は、多摩川により形成された三角州性の低地で、地表面

下には厚い沖積層が分布している。多摩川は、関東山地から武蔵野台地と多摩丘陵・下末

吉台地の間を流れ、東京湾に注いでいる。 

多摩川低地は、多摩川中流部の立川市付近から下流部の河口付近にかけて広い沖積

低地を形成し、上流から扇状地性平野面（溝ノ口付近より上流域）･自然堤防型平野面

（溝ノ口付近から下流の鹿島田付近までの地域）・三角州面（鹿島田付近から大師橋付近

と大森南付近）および、湾岸の埋立地に区分される。このうち、本調査地は、三角州（デ

ルタ）面に位置している。 

図 3.1 に調査地付近の地形面区分図を示す。 

     

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          
図 3.1 調査地付近の地形面区分図    

（出典：「東京西南部地域の地質」地質調査所） 

●：調査地
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3.2 地質 

調査地周辺の地質は、上総層群王禅寺層の砂岩泥岩互層を基盤とし、その上位を

洪積層（相模層群）さらに更新世末期（約 18,000 年前）以降に堆積した沖積層が厚

く分布している。多摩川低地の沖積層は、下部層と上部層に大別され、それぞれ東

京低地の七号地層および有楽町層に対比される。下部層は基底礫層と下部砂泥層に、

また上部層は中部砂層・上部泥層・上部砂層・最上部層に細分される。沖積層の基

底には埋没谷が存在し、その谷を埋積する沖積層の厚さは溝ノ口付近で 16m、東海

道新幹線鉄橋付近で 28m、河口付近では約 50m に達するとされる。 

調査地の土質構成は、表層部に自然堤防の砂層が分布し、以下、河成～海成の砂・

粘土互層となり、基盤の王禅寺層となる層序を示す。この区域は、多摩丘陵に近接

しており、基盤の分布深度が比較的浅い結果となった。 

 表 3.1 に地質層序表を示す。 

 

表3.1 当該地付近の地質層序表 

 (出典：「東京西南部地域の地質」地質調査所)
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§４ 調査結果 
4.1 地質概査 

調査地点を含む「新鶴見操車場跡地」は、多摩川により形成された自然堤防帯に属する

沖積低地であり、現況地盤は、本調査結果から、埋土が約 4.0ｍ程度あり、水田として土地

利用されていた形跡は残していない。埋土の土性は、表層に 1.0ｍ程度砂礫層があり、その

下位は粘土と砂の互層となる。最下部は、砂層である。 

埋土の下位は、自然堤防の砂層が分布するので、旧表土は GL-3.00ｍ付近と考えられる。

この深度における埋土の土性は、不均質な粘土と比較的均質な砂層であるが、この報告の

中では、「埋土」として評価した。なお、埋土の最下部標高は、1.2～2.3ｍで、概ね 2.0ｍ

前後であった。 

図 4.1.1 に調査地付近の地質図を示し、図 4.1.2 に調査地全景を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

As 層（自然堤防：砂層）

Am層（沖積層：粘性土）

調査区域

図 4.1.1 調査地周辺の地質

調査範囲

NO.1 付近 NO.2 付近 NO.3 付近

図 4.1.2 調査地全景
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4.2 地層構成及び土質性状 

  本調査では機械ボーリング(8 箇所)により、敷地の地層の成層状態及び性状を確認した。

その結果、土質構成は、表層部に厚く分布する埋土を 3 層(砂礫層 Bg 層、粘土・砂互層 Bc

層、砂層 Bs 層)に区分し、その下位の沖積層を自然堤防の砂層(As 層)、河成～海成の砂泥

互層を 2 層（粘性土が卓越した地層 Asc 層、砂が卓越した地層 Acs 層）に区分した。これ

らの地層は、砂と粘性土の中間的土性を示す地層である。 

最下部は、基盤の王禅寺層（砂岩泥岩互層：Oz）である。この地層は、砂岩と泥岩の互層

状で発達し、砂岩は Os層、泥岩は Oc 層に区分して示した。 

これらの調査結果をまとめて、表 4.2.1 の土質層序表に示した。なお、調査結果の詳細

は、巻末のボーリング柱状図や地質断面図に示し、次項には各地層毎の土性を記すことと

する。 
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(1) 現世 

①人工地盤・埋土（B） 

本層は、敷地の表層に約 1.0m 程度の厚さで分布する「砂礫層」、砂分の混在が多い粘性

土主体の「砂・粘土互層」、最下部で砂質土を主体とする「砂層」の３層に区分して述べ

る。 

・ 砂礫層（Bg） 

本層は、当該敷地の表層に 1.0ｍ前後で分布し、上部は、植物根を混在する土砂であ

る。 

層相は、φ２～20mm の亜円礫を主体とし、φ100～150mm の大礫を多量に混在してい

る。全体にザクザクして崩壊性が見られる。なお、NO.3 ではコンクリートガラを混在し

ていた。 

層厚は、0.90～1.30ｍで、含水は低位である。 

Ｎ値は 60回以上を示す。 

・ 砂・粘土互層（Bc） 

本層は、砂と粘性土の互層で、全体には粘性土が卓越している。層相は、層変化が複

雑で、不均質な土性を示すが、比較的均質な粘土や暗灰色で粒子の均一な細砂を狭在す

る。礫分の混在はないが、NO.7 ではφ20～30mm の礫分を混在している。 

層厚は、1.50～2.70ｍで、粘り気は中位～強く、含水は中位である。 

Ｎ値は 2～8 回である。 

・ 砂層（Bs） 

本層は、埋土の最下部に薄く分布する砂質土であり、全体にシルト分の混在が非常に

多い。 

層相は、粒子のほぼ均一～不均一な細粒砂～微粒子を主体とする砂質土で、腐植物を

混在し、中・粗粒砂分を若干混在する。全体にシルト質で、所々、砂質シルトを狭在し

ている。  

層厚は、0.50～1.90ｍで、含水は高位である。 

Ｎ値は 3～6 回である。 

 

(2) 完新世・沖積層 

②細砂（As） 

本層は、多摩川の流路に沿って帯状に発達する自然堤防帯に属する「砂層」であり、

当該敷地の全体にその分布を観ることができる。 

層相は、粒子が不均一で、中・粗粒砂分を多量に混在し、φ2～5mm の亜円礫を点在し

ている。全体にシルト分を若干混在し、腐植物をまれに混在する部分がある。 

層厚は、2.05～3.55ｍで、含水は高位である。 

Ｎ値は 8～29 回である。 
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③砂混じりシルト・砂質シルト（Asc） 

本層は、砂分の混在が顕著なシルトを主体とする河成～海成の堆積物であり、粘性土が

卓越する部分である。 

層相は、不均質で腐植物を混じえる粘性土で、砂分を不規則に混在し、貝殻片を点在す

る部分がある。 

層厚は、0.25～0.80ｍで、粘り気・含水は中位である。 

Ｎ値は 3～5 回である。 

 

④シルト質細砂（Acs） 

本層は、シルト分の混在が顕著な砂質土を主体とする河成～海成の堆積物であり、砂分

が卓越する部分である。 
層相は、粒子の不均一な砂層で、シルトと互層状の部分や中・粗粒砂分を混在している

ところ、貝殻片を多量に混在する部分がある。また、下部は礫質で、礫分と泥岩礫分を混

在する。この部分は沖積層の基底を表している。 

層厚は、0.25～5.50ｍで、含水は全体に高位である。 

Ｎ値は 3～22 回である。 
 

(3) 更新世・洪積層（上総層群） 

 ⑤泥岩砂岩互層(Oz) 

本層は、基盤の上総層群王禅寺層と呼ばれる砂岩泥岩互層で、この付近一帯に広く発

達している。地層は、均質な固結シルト（泥岩主体）と未固結の細砂（砂岩主体）に区

分される。 

・ 固結シルト（Oc） 

本層は、比較的均質な固結のシルトを主体とし、コアは概ね棒状で採取される。所々、

砂の薄層を狭在し、砂混じりの部分や互層状の部分を介在している。局部的に軽石や貝殻

片、腐植物を混在する。砂の粒子は、概ね細粒砂分である。 

層厚は、0.43～6.67ｍで、含水は低～中～高位である。 

Ｎ値は 29～60 回であるが、概ね 60回以上を示す。 

・ 細砂（Os） 

本層は、粒子のほぼ均一な細砂からなり、全体に良く締まっている。細粒砂は未固結で、

固結シルトと互層状の部分や薄層状に狭在する部分がある。 

層厚は、0.70～3.25ｍで、含水は高位を示す。 

Ｎ値 60 回以上である。 
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4.3 孔内水位 

 ボーリング調査孔を利用して水位測定を行った結果、孔内水位は、GL-2.35～3.45ｍの範

囲で確認した。この水位は、ボーリング掘削時、無水掘削にて確認した水位であり、自然

水位と判断される。 

 

表 4.3.1 

番 号 水 位 標 高 

NO.1 GL-3.45ｍ H=2.81ｍ 

NO.2 GL-3.35ｍ H=2.47ｍ 

NO.3 GL-2.80ｍ H=3.19ｍ 

NO.4 GL-2.50ｍ H=3.61ｍ 

NO.5 GL-2.90ｍ H=3.27ｍ 

NO.6 GL-3.40ｍ H=2.95ｍ 

NO.7 GL-2.35ｍ H=3.58ｍ 

NO.8 GL-2.35ｍ H=3.36ｍ 
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4.4 平板載荷試験結果 

施設建設計画に伴い基礎地盤(埋土層：粘性土)の地耐力度を確認するため、計画敷地の

GL-2.00m (PLNO.1 標高 H=4.26m、PLNO.2 標高 H=4.01m)で平板載荷試験結果を実施した。以

下にその試験結果を示す。 

 

(1)載荷面の地盤状況 

表部の 1.0ｍ程は、φ2～20mm の砂礫層であり、その下位が砂分の混在が多い粘性土とな

る。この地層は、層変化が複雑で、粘土と砂の互層状を示す部分や砂質の粘性土主体の部

分など、不均質な土性を示している。しかし、全体には、粘性土が卓越しており、この報

告の中では、埋土の粘性土に位置付けを行った。水位は無く、粘り気や含水状態は中位を

示す。 

図 4.4.1 に掘削断面模式図を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.4.1 掘削断面模式図 

表 層 

埋  土   
 

砂礫層 110ｃｍ 

埋   土 
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砂礫主体 
φ2～20mm 亜円礫主体 
φ100～150mm 大礫混在 

不均質、層変化複雑 
砂分の混在多い 
所々、粘土と砂の互層状 
粘り気含水中位 

1.
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ｍ
 

表部、植物根混在 

層厚：0.20ｍ程度 
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(2)試験結果によって得られる許容支持力度 

測定結果を表 4.4.1 および巻末の平板載荷試験結果に示す。 

 

表 4.4.1 測定結果 

荷重段階 
試験荷重 P  

KN/ m2 (KN) 

PL-NO.1 PL-NO.2 

沈下量 S (mm) 沈下量 S (mm) 

1 42.5 (3.0) 0.370 0.683 

2 85.0 (6.0) 1.025 1.625 

3 127.5 (9.0) 2.953 2.975 

4 170.0 (12.0) 7.153 5.623 

5 212.5 (15.0) 14.478 10.220 

6 255.0 (18.0) 23.708 16.070 

7 297.4 (21.0) 35.438 23.000 

8 339.9 (24.0) 48.498 31.020 

 

図 4.4.2、図 4.4.4 に LogP－S 曲線を示し、図 4.4.3、図 4.4.5 に LogP －LogS 曲線を示

す。 

図 4.4.2 の PLNO.1 載荷試験結果図では最終荷重時に LogP－S 曲線と沈下軸が平行状態に

なっているため、極限荷重に到達していると判断できる。また、図 4.4.3 の LogP －LogS

曲線では 150 KN/m2で折点を示し、降伏荷重が表れている。 

このため、載荷試験で得られる許容支持力(qt)は、降伏荷重の 1/2 の値 q＝150 KN/m2／2

≒75 KN/m2 (7.5 tf/ m2)となる。 

 

次に、図 4.4.4 の PLNO.2 載荷試験結果図では最終荷重時に LogP－S 曲線と沈下軸が平行

状態にはなっていないが、沈下量が載荷版径の 10％を超えている。そのため、最終荷重で

極限荷重に到達していると判断できる。また、図 4.4.5 の LogP －LogS 曲線では 135 KN/m2

で折点を示し、降伏荷重が表れている。 

このため、載荷試験で得られる許容支持力(qt)は、降伏荷重の 1/2 の値 q＝135 KN/m2／2

≒67 KN/m2 (6.7 tf/ m2)となる。 

 

これらの結果、GL-2.00ｍ付近における埋土（不均質な粘土と砂の互層状）の許容支持力

度として期待できる値は qa＝6.7～7.5 tf/m2 となる。また、このときの沈下量は約 0.74 

mm～1.23mm 程度が予測される。 
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＜PLNO.1 曲線図解法＞ 
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＜PLNO.2 曲線図解法＞ 
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(3)地盤反力係数 

地盤反力係数は地盤面上に加えられたある圧力とそれによる地盤面の変形量との比であ

り、荷重～沈下曲線において、荷重 P1と P2との荷重範囲(△P＝P2＝P1)と P1と P2に対応する

沈下 S1と S2との差△S＝S2と S1との比で、次式により求めた。 

 

 

∴ kvs＝             (MN/m2)   ・・・・・① 

 

ここで、P1：原則として 0 荷重とする。(KN/m2) 

    P2：最大荷重の 1/3 の荷重とする。 

    S1 S2：P1 P2に対応する沈下量(ｍ) 

 

次に、試験地盤が均質であると考え、荷重～沈下曲線が直線的範囲については、次式によ

り求められる。 

 

∴ Es＝IpB(1-ν2)               ・・・・・② 

 

ここで、Es：試験地盤の変形係数(MN/m2) 

    Ip：形状係数(0.785) 

    B：載荷板の幅 (0.30m)    

△ P/△S：①式の値 

 

①、②式により求めた地盤反力係数、変形係数は表 4.4.2 のとおりである。    

 

表 4.4.2 

 

番号 

実荷重(P) 

(KN) 
沈下量(S) 

地盤反力係数 k 

(MN/m3) 

変形係数 E 

(MN/ m2) 

PL 

NO.1 

3.0 

(42.5KN/m2) 
0.37mm 114.9 24.6 

6.0 

(84.9KN/m2) 
1.025mm 82.9 17.8 

PL 

NO.2 

3.0 

(42.5KN/m2) 
0.683mm 62.2 13.3 

6.0 

(84.9KN/m2) 
1.625mm 52.3 11.2 

 

S2－S1 

P2－P1 

△P 

△S 
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4.5 室内土質試験 

調査地は、多摩川により形成された沖積低地であり、旧地形面は、水田として土地利用

されていた区域である。現況は、JR 東日本が新鶴見操車場として利用されていた土地で、

運動上、空地となっていた部分である。地層構成は、上位より、JR 時代に造成された可

能性がある「埋土」、沖積低地主面の「砂層（自然堤防）」、そして、河成～海成堆積物の

「砂・粘性土互層」、基盤の泥岩砂岩互層となる。 

これらの地層の中から、施設建設に伴う設計、工事に必要な土質試験項目として、物理、

力学試験、圧密試験を実施した。 

次に室内土質試験結果一覧表を表 4.5.1 に示す。 
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表4.5.1　土質試験結果一覧表

NO.2-1 NO.5-1 No.2-2 NO.6-1 NO.2-3 NO.6-2 NO.2-4 NO.5-2 NO.6-3 NO.2-5 NO.5-3 NO.6-4 NO.6-5 NO.7-1

3.15
～

3.45

2.00
～

2.80

4.15
～

4.45

4.15
～

4.45

5.15
～

5.45

6.15
～

6.45

7.15
～

7.45

7.00
～

7.80

7.15
～

7.45

9.15
～

9.45

8.00
～

8.95

8.15
～

8.45

10.15
～

10.45

8.00
～

8.95

礫　　     　(％) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.1

砂　         (％) 32.5 7.5 20.0 33.5 54.4 44.0 83 85.3 84.2 8.8 3.7 6.0 6.2 27.1 58.9 64.0 59.7 61.7 54.3

シルト    　(％) 46.5 39.0 42.8 51.4 35.8 43.6 60.8 55.3 55.3 57.1 44.4 29.8 28.9 29.3 31.0 32.7

粘土　    　(％) 21.0 53.5 37.3 15.1 9.8 12.5 30.4 41.0 38.7 36.7 28.5 11.3 7.1 10.7 7.3 13.0

均等係数　Uc - - 30.67 22.35 26.51 - - - - - - 34.03 21.46 32.63 15.51 25.91

最大粒径　(ｍｍ) 0.425 2 0.425 0.85 0.85 4.75 2 0.85 0.85 0.85 2 2 4.75 2

62.4 62.4 50.8 50.8

26.6 26.6 24.7 24.7

35.8 35.8 26.1 26.1

(FS) (CH-S) (FS) (SF) (SF) (SF) (F-S) (CH) (F-S) (FS) (SF) (SF) (SF) (SF)

2.701 2.725 2.713 2.696 2.704 2.700 2.675 2.683 2.673 2.677 2.694 2.697 2.702 2.686 2.687 2.693

38.7 38.7 44.8 44.8 36.9 31.8 34.4

1.799 1.799 1.744 1.744 1.817 1.863 1.840

0.349 0.349 0.419 0.419 0.282 0.282

336.7 336.7 219.9 219.9 492.8 492.8

Cu (kN/m2
) 49.2 49.2 78.6 78.6 50.6 62.7 56.7

φu(°) 5.91 5.91 0.0 0.0 16.26 14.43 15.35

塑性指数　IP

三軸
圧縮
試験

全
応
力

粒
　
　
度
　
　
組
　
　
成

含水比　　　　　Ｗｎ　　(％)

圧密降伏応力　Pc (kN/m
2
)

日本統一分類

土粒子の密度　ρｓ　(g/m
3
)

地      層      名

地   点   番   号

深     度     (ｍ)

液性限界　WL 　　(％)

15.8

塑性限界　WP　 　(％)

Acs

平均値

湿潤密度　ρｔ　　(ｇ/ｃｍ
3
)

平均値

Bc

平均値

圧密指数　Cc

AsBs

平均値 平均値

Asc

17.0 14.5
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4.5.1 物理試験結果 

1）粒度試験 
Bc 層は埋土層で、土質的に砂と粘性土の互層状で分布している。そのため、砂の卓越

部では砂分が 32.5％程度、粘性土の卓越部では砂分が 7.5％であり、層変化とともに、細

粒分の含有量に大きな変化が表れている。 
Bs 層は埋土の下位に分布する砂層である。粒度特性は砂分の含有が 33.5～54.4％であ

り、概ね砂分と細粒分が 50％前後の地層と言えるが、やや砂分の混在が多い。 
As 層は自然堤防の砂層であり、粒度特性は砂分が 83.0～85.3％であり、細粒分は 14.5

～17.0％である。この結果、As 層は砂層と判断できる。 
Asc 層は河成～海成の砂混じり粘性土である。粒度特性は、砂分の含有が 3.7～8.8％で

あり、細粒分が主体の土性となっている。この結果、Asc 層は粘性土と判断できる。 
Acs 層は、Asc 層と同様の堆積環境を示し、砂分の卓越した部分を区分したもので、土

質的には砂質土に分類される地層である、粒度特性は、砂分の含有が 27.1～64.0％(平均

54.3％)で、細粒分との比は概ね半分程度の土性である。 
図 4.5.1～4.5.2 に粒径加積曲線を示す。 
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図4.5.2
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 2）土の含水比 
土の含水比は土質区分に関係なく、概ね 31.8～44.8％であり、本層の含水比が砂と粘性

土の中間的な土性を示すことが、含水比にあまり広がりの生じない範囲で得られることに

? がっている。表 4.5.2 に一般的な土性の自然状態における性質を示す。 
                        表 4.5.2 土の物理的性質の経験値 

地 層 

 

物理的性状 

沖 積 層 洪 積 層 

粘土 砂 腐植土 粘土 砂 ローム 

含 水 比  W    % 60～90 30～50 150～300 40～60 20～30 100～130 

湿潤密度 ρt  g/cm3 1.45～1.60 1.60～1.80 1.00～1.20 1.60～1.70 1.80～2.00 1.25～1.35

間 隙 比  e 1.60～2.40 0.75～1.50 3.80～8.20 1.30～1.70 0.40～1.00 3.00～4.00

飽 和 度  Sr   % 100 85～100 100 85～100 60～80 80～95 

備    考    
N=10 内外

の粘土 

地下水位下

では Sr=100
 

 
3）土粒子の密度 
本層の土粒子の密度は、2675～2.725g/cm3であり、無機質土の一般値の範囲にある。 

 
4）コンシステンシー特性（液性・塑性限界試験） 
Bc 層及び Asc 層ともに、自然含水比よりも液性限界の値が高いので、この土は塑性状

(WL>W>Wp)の関係にある。しかし、全体には液性指数 Ic が 0.3～0.7 程度であり、施工時

に乱した場合は、施工性に問題が生じる可能性がある。 

 

表 5.4.4 自然含水比をコンシステンシーで評価した表 

状態 

指数 
液性状 塑性状 

半固結状 

自 然 含 水 比 W>WL WL>W>Wp W<Wp 

コンシステンシー Ic<0 0<Ic<1 1<Ic 

液 性 指 数 IL>1 1>IL>0 0>IL 

分      類 流動粘土 塑性粘土 弾性粘土 

                            

 

WL：液性限界 

Wp：塑性限界 

Ic：ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ指数 
IL：液性指数 

Ｗ：自然含水比 
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4.5.2 力学試験結果 

1）三軸圧縮試験 
本試験の試験条件は UU 条件である。また、各地層の試験結果は次のようになる。 
①Bc 層の粘着力 C は、49.2kN/m2、せん断抵抗角φは 5.91°である。 
②Asc 層の粘着力 C は、78.6kN/m2、せん断抵抗角φは 0°である。 
③Acs 層の粘着力 C は、56.7kN/m2、せん断抵抗角φは 15.3°である。 
これらの試験値の中で、砂分を混在する Bc 層ではせん断抵抗角が若干出ている。また、

砂層の Acs 層では、細粒分を多数混在しているが、粘着力があり、せん断抵抗角の出てい

る。 
 

2）圧密試験 
  圧密試験の結果、Po と Pc の関係は 0CR＞2.34～7.40 であり、過圧密状態にあると云

える。したがって、Po+OP＜Pc の関係にあれば、圧密沈下の可能性は極めてすくないと

いうことになる。 
①Bc層の圧密指数 Cc は 0.349、圧密降伏応力 Pcは 336.7kN/m2である。 

②Asc 層の圧密指数 Ccは 0.419、圧密降伏応力 Pcは 219.9kN/m2である。 

③Acs 層の圧密指数 Ccは 0.282、圧密降伏応力 Pcは 492.8kN/m2である。 
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4.6孔内水平載荷試験 

本試験は、各地層が水平荷重を受けた場合に、その周辺の地盤がどの程度の水平抵抗を

発揮するか検討するために実施した。 
試験対象の地盤は、As 層、Asc 層、Acs 層の各層で 1 箇所実施し、地盤の横方向地盤反

力および変形特性を明らかにした。 
表 4.6.1 にその解析結果をまとめて示す。なお、試験結果の詳細は巻末に「孔内水平載荷

試験記録」として示した。 
表 4.6.1 孔内水平載荷試験結果 

 
孔内水平載荷試験より得られた変形係数Ｅ0 は表 4.6.1 のとおりであるが、変形係数は、

Ｎ値からも推定することができる。 
一般に、孔内水平載荷試験によって得 

られる弾性係数Ｅと標準貫入試験Ｎ値と 
の間には、図 4.6.1 に示すように、 
 

  Ｅ＝670Ｎ0.986 (kN/ｍ2) 
 

の関係が成り立っている。 
 
 
これらから、地盤の変形係数は、その 

求める方法によってある範囲の値幅が出 
てくる。この中で、N 値から求める方 
法は、実測値（孔内水平載荷試験値）が 
ない場合に適用することが多く、現場試験を実施しているときには、原則、実測値を採用

することが多い。 
今回の場合も、実測値とその他の値に大きな値幅がある場合以外は、実測値を採用する

こととする。 
 

ＮＯ 
深度 

ＧＬ(ｍ) 
土質名 

Ｎ値

（回）

Ｐｏ 

(KN/m2)

Ｐｙ 

(KN/m2)

ＰＬ 

(KN/m2)

Ｋｍ 

(MN/m3)

Ｅ 

(MN/m2)

2-1 5.50 細砂(As) 18 96.7 394.4 900.8 196 11.00 

2-2 7.20 
砂混じり 

シルト(Asc） 3 126.7 195.7 334.5 49.9 3.07 

6-1 9.50 
シルト質 
細砂(Acs) 5 88.5 314.8 615.7 115 6.56 
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§５ まとめ 

 5.1 地盤定数の設定 

  標準貫入試験結果、および参考資料などから基礎設計に必要な地盤定数(N、γ、C、φ、

E0)を設定する。 

  土の単位体積重量は、「設計要領土工編 P.1-44」(東日本高速道路㈱他「H19.1 月」) 

(以下、高速道値という)による表 5.1 を参考に設定する。 

表 5.1 地盤定数の一般値 

 東日本高速道路㈱他「H19.1 月」より 

上表の使用に当たっては、次の点に注意するものとする。 

    (a)地下水位以下にある土の単位体積重量は、それぞれ表中の値から 1.0 を差し引いた値とす。 

(b)単位体積重量の値を決定する場合、次の点に注意すること。 

(ｲ)砕石は、礫と同じ値とする。 

(ﾛ)トンネルずりや岩塊などは、粒径や間隙により異なるので既往の実績や現場試験によ

り決定する。  

種  類 状      態 

単位 

体積重量

(KN/m3) 

内部 

摩擦角 

(度) 

粘着力 

 

(KN/m2) 

摘 要 

盛 

 

 

 

 

 

土 

礫および 

礫混り砂 
締固めたもの 20 40 0 (GW)(GP) 

砂 締固めたもの 
粒度の良いもの 20 35 0 

(SW)(SP) 
粒度の悪いもの 19 30 0 

砂 質 土 締固めたもの 19 25 30 以下 (SM)(SC) 

粘 性 土 締固めたもの 18 15 50 以下 
(ML)(CL) 

(MH)(CH) 

関東ﾛｰﾑ 締固めたもの 14 20 10 以下 (VH) 

自 

 

 

 

然 

 

 

 

地 

 

 

 

盤 

礫 
密実なもの,または粒度の良いもの 20 40 0 

(GW)(GP) 
密実でないもの,または粒度の悪いもの 18 35 0 

礫混り砂 
密実なもの 21 40 0 

(GW)(GP) 
密実でないもの 19 35 0 

砂 
密実なもの,または粒度の良いもの 20 35 0 

(SW)(SP) 
密実でないもの,粒度の悪いもの 18 30 0 

砂 質 土 
密実なもの 19 30 30 以下 

(SM)(SC) 
密実でないもの 17 25 0 

粘 性 土 

固いもの(指で強く押し多少へこむ) 18 25 50 以下 

(ML)(CL) やや軟らかいもの(指の中程度の力で貫入) 17 20 30 以下 

軟らかいもの(指が容易に貫入) 16 15 15 以下 

粘  土 

および 

シ ル ト 

固いもの(指で強く押し多少へこむ) 17 20 50 以下 
(CH)(MH) 

(ML) 
やや軟らかいもの(指の中程度の力で貫入) 16 15 30 以下 

軟らかいもの(指が容易に貫入) 14 10 15 以下 

関東ﾛｰﾑ  14 5(φu) 30 以下 (VH) 
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粘性土の粘着力(C)は、土の一軸圧縮強度(qu)から C＝qu/2(t/m２)の関係式を用いて

推定するものとする。なお、Ｎ値から qu 値を推定する場合は qu＝1.25N(t/m２)→

12.26N(KN/m2)の関係式を用いて求めるものとする。 

砂質土、礫質土の内部摩擦角(φ)はＮ値からφ＝ 20N＋15°の関係式(大崎の式)を

用いて推定するものとする。 

変形係数(E０)はＮ値より E０＝７N(Kg/cm２)→0.686N(MN/m2)の関係式を用いて推定

するものとする。 

なお、原則として、原位置試験結果（孔内水平載荷試験）や室内土質試験結果がある

場合は、その結果に準拠して提案する。 

本調査地における地盤の地盤定数をまとめると表 5.2 のようになる。 

 
表5.2 地盤定数表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 1：( )内は設計で用いるＮ値 

＊ 2：Ｅoは 7N より推定。ただし、※印は、孔内水平載荷試験の実測値 

      

記号 地層名
層厚さ
(ｍ)

Ｎ値
(回)

γt
(kN/m3)

C
(kN/m2)

φ
(度)

E0
(MN/m2)

Bg
埋　土
（砂礫）

0.90～1.30
＞50
(50)

20 0 45 34.3

Bc
埋　土

（粘土・砂互
層）

1.50～2.70
2～8
(4)

18 49 5 2.74

Bs
埋　土
（砂）

0.50～1.90
3～6
(4.5)

17 0 24 3.08

As 細　砂 2.05～3.55
8～29
(17)

18 0 33 ※11.00

Asc
砂混じりシルト
砂質シルト

0.25～0.80
3～5
(3.5)

17.4 78 0 ※3.07

Acs シルト質細砂 0.25～5.50
3～22
(4)

18.4 56 15 ※6.56

泥岩 Oc
固結シルト
砂混じり

　固結シルト
0.43～6.67

29～＞60
(50)

18 300 0 34.3

砂岩 Os 細　砂 0.70～3.25
＞60
(50)

20 0 45 34.3

地質時代 地層区分

第
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
　
　
紀

現
　
世

人工地盤

(埋土)

完
新
世

沖
積
層

自然堤防

河成～海成

堆積物

更
新
世

上
総
層
群

王
禅
寺
層
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①Bg 層 

 本層は、砂礫主体の埋土（盛土地盤）である。φ２～20mm の亜円礫を主体とし、φ100

～150mm の大礫を多量に混在する。 

層厚は、0.90～1.30ｍ、Ｎ値は 60回以上である。設計に用いるＮ値は、実測値の 50回と

する。 

 地盤定数はＮ値から、次のように設定した。 

 

  ・単位体積重量   γt＝20 KN/m3   （砂：密実なもの） 

  ・粘着力        C＝0 KN/m2     (安全側の値として) 

  ・内部摩擦角     φ＝45°     (大崎の式 √20N+15 より) 

  ・変形係数      Eo＝34.3 MN/m2  （0.686N MN/ｍ2より 

 

②Bc 層 

 本層は、不均質で層変化の著しい砂・粘性土の互層で、埋土に区分した。 

 層厚は、1.50～2.70m、Ｎ値は 2～8 回である。設計に用いるＮ値は、標準偏差法より 4

回とする。 

 地盤定数は土質試験結果から、次のように設定した。 

 

・単位体積重量   γt＝18 KN/m3   （湿潤密度の値） 

  ・粘着力        C＝49 KN/m2    (三軸試験結果) 

  ・内部摩擦角     φ＝5°     (三軸試験結果) 

  ・変形係数      Eo＝2.74 MN/m2  （0.686N MN/ｍ2より） 

 

③Bs 層 

 本層は、埋土の最下部で区分した砂質土であり、シルト分の混在が非常に多い細砂層で

ある。 

層厚は、0.50～1.90ｍ、Ｎ値は 3～6 回である。設計に用いるＮ値は標準偏差法から、4.5

回とする。 

 地盤定数はＮ値から、次のように設定した。 

 

  ・単位体積重量   γt＝17 KN/m3   （砂質土：密実でないもの） 

  ・粘着力        C＝0 KN/m2     (安全側の値として) 

  ・内部摩擦角     φ＝24°     (大崎の式 √20N+15 より) 

  ・変形係数      Eo＝3.08 MN/m2  （0.686N MN/ｍ2より） 
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④As 層 

 本層は、自然堤防帯に属する砂層で、中・粗粒砂分を混在する。 

層厚は、2.05～3.55ｍ、Ｎ値は 8～29 回である。設計に用いるＮ値は標準偏差法から、17

回とする。 

 地盤定数はＮ値から、次のように設定した。 

 

  ・単位体積重量   γt＝18 KN/m3   （砂：密実でないもの） 

  ・粘着力        C＝0 KN/m2     (安全側の値として) 

  ・内部摩擦角     φ＝33°     (大崎の式 √20N+15 より) 

  ・変形係数      Eo＝11.0 MN/m2  （孔内水平載荷試験の実測値） 

 

⑤Asc 層 

 本層は、多摩川の氾濫原堆積物の砂と粘性土の互層であるが、粘性土分が卓越している

部分である。 

層厚は、0.25～0.80m、Ｎ値は 3～5回である。設計に用いるＮ値は、標準偏差法から 3.5

回とする。 

 地盤定数は土質試験結果から、次のように設定した。 

 

・単位体積重量   γt＝17.4 KN/m3   （湿潤密度の値） 

  ・粘着力        C＝78 KN/m2    (三軸試験結果) 

  ・内部摩擦角     φ＝0°     (三軸試験結果) 

  ・変形係数      Eo＝3.07 MN/m2  （孔内水平載荷試験の実測値） 

 

⑥Acs 

 本層は⑤と同様に多摩川の氾濫原堆積物の砂と粘性土の互層であるが、砂質土分が卓越

している部分である。 

層厚は、0.25～5.50m、Ｎ値は、3～22 回である。設計に用いるＮ値は、標準偏差法から

４回とする。 

地盤定数は土質試験結果から、次のように設定した。 

 

・単位体積重量   γt＝18.4 KN/m3   （湿潤密度の値） 

  ・粘着力        C＝56 KN/m2    (三軸試験結果) 

  ・内部摩擦角     φ＝15°     (三軸試験結果) 

  ・変形係数      Eo＝6.56 MN/m2  （孔内水平載荷試験の実測値） 
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⑦Oc 層 

 本層は、王禅寺層の粘性土部分で区分した。土性は固結シルトで、全体に固結度が高い。 

層厚は、0.43～6.67m、Ｎ値は、29～60 回以上である。設計に用いるＮ値は、実測値の 50

回とする。 

地盤定数はＮ値から、次のように設定した。 

 

  ・単位体積重量   γt＝18 KN/m3    （粘性土：固いもの） 

  ・粘着力        C＝300 KN/m2     (qu=12.26N/2 KN/m2より) 

  ・内部摩擦角     φ＝0°      (安全側の値として) 

  ・変形係数      Eo＝34.3 MN/m2  （0.686N MN/ｍ2より） 

 

⑧Os 層 

 本層は、⑦と同様に王禅寺層の砂層部分である。締り度が非常に高く、粒子の均一な細

砂からなる。 

層厚は、0.70～3.25ｍ、Ｎ値は 60回以上である。設計に用いるＮ値は実測値の 60 回とす

る。 

 地盤定数はＮ値から、次のように設定した。 

 

  ・単位体積重量   γt＝20 KN/m3   （砂：密実なもの） 

  ・粘着力        C＝0 KN/m2     (安全側の値として) 

  ・内部摩擦角     φ＝45°     (大崎の式 √20N+15 より) 

  ・変形係数      Eo＝34.3 MN/m2  （0.686N MN/ｍ2より） 
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5.2 まとめ 

本調査結果をまとめると次のようになる。 

1) 調査地域は、地形的に多摩川の氾濫源で、河川に沿って細長く発達している自然堤防

帯に相当する。地質構成は、上位より、自然堤防の砂層（As 層）、河成～海成堆積物

の砂と粘土の互層（Acs 層、Asc 層）、基盤の上総層群王禅寺層（Oz層）となる層序を

示す。 

2) 現況の地表には、旧 JR 用地として土地利用されていた時期に嵩上げした盛土（記載

は埋土）が約 4.0ｍ程度ある。盛土の土性は、3つに区分され、上部が砂礫層（Bg 層）、

中部が砂と粘土の互層（Bc 層）、下部が砂（Bs 層）である。Ｎ値強度は、上部の砂礫

で 60 回以上、中部の砂と粘土の互層で 2～8 回、下部の砂で 3～6 回である。この中

で、中部の互層は、全体に不均質で層変化が複雑である。 

3) 地山の砂層（As 層）のＮ値強度は、8～29回であり、概ね 20 回前後の値（平均値 20.6

回）を示す。また、中間層の粘土・砂互層のＮ値強度は、シルト主体の部分（Asc 層）

で 3～5 回、砂主体の部分（Acs 層）で 3～22 回である。これらの地層は、粘性土は、

砂混じりのシルトで、砂はシルト質の細砂である。何れも、細粒分の含有が 50％前後

で、中間的な土性を示している場合が多い。 

4) 室内土質試験は、液状化検討の基礎資料として、Bs 層、As層、Asc 層、Acs 層などを

対象とした。また、物理強度特性については粘性土を中心に、Bc 層、Acs 層、Asc 層

を対象に実施している。試験結果については、各項目を参照されたい。 

5) 孔内水平載荷試験は、地山の 3つの地層を対象に実施した。一つは As 層、そして Asc

層と Acs 層であり、試験結果については、各項目を参照されたい。 

6) 地下水位は、概ね標高 2.5～3.5 で確認した。この水位は、自然水位と考えている。 

7) 平板載荷試験の結果、長期許容支持力度は、qa=67～75KN/m2 であり、許容沈下料は、

0.74～1.23mm であった。 

8) 設計施工上の留意点としては、①埋土を支持地盤とする場合、地層状況が不均質で、

層変化が複雑である。したがって、掘削地点（床掘り）で地層状況や強度が変化する

ことになる。そこで、直接基礎とする場合は、敷地全体を捉えて許容支持力を設定す

る必要がある。②水位は概ね、GL-2.50ｍ以深であるが、地表面の水吐けが著しく悪

い。③現況地盤下には、礫径の主体φ3～30mm 程度、大礫の主体φ100～150mm の亜円

礫層が約 1.0ｍある。この埋土は掘削時に崩壊する可能性がある。 

 

以上、調査結果を踏まえて、その概要を述べた。 
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